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川嶋昭二 :外国産コンブ目植物の漂着記録 (4)チシマサツマタコンブ

について

SI吋 KAWASHIMA: Drifti暗 recordsof alien species of the Laminariales (4) 

Laminaria subsimplex MIYABE et NAGAI 

(4) Lanunaria subsirnplex lVllYAsE el NAGA[ 4 mmあるが，扇圧の程度は不明である。誕は基部が

チシマサツ 7 タコンブ 広くて円形をなし，全形は長惰円形か長卵形であった

コンブ属の中には，いわゆる digitatespccics (SET- とILlわれるが，その左側は法部以外の大部分が欠け，

CHELL and GARDNER 1925)と呼ばれて裂が縦裂し掌 右側の伐った楽片は長さ 77cm，傾 6cm あり ，ilili部

状を呈するTIli類がある。このようなコンフは日本には まで切れ乙んでいる。乙の切れ乙みの縁は大部分が普

事1/路，棋室地方に生育するコ'へイコンブ Lnminaria 通の縁辺のように滑らかで，漂流中にできた傷害では

J'ezoel/sisがあるだけなので， 101頃はljj条のコンブだけ なく，乙のコンブ本来の性質として流失前tr!j:じた裂

を見なれている多くの日本人lζは，かなり珍しい板潔i 聞の跡と見られる。また，との銭っている築片の幅と

と映るかも知lれない。しかし，'JlI界的lζ見るとコンブ 比i/皮すると，失われた部分はおそらく 2つくらいの繋

属のタイ プ極である L.digitataをはじめ多くの digitalc 片lζ分かれていたように思われる。楽の厚さは中央部

specles が北欧各地や北米大陸の東西岡岸，そして紙 で約 1.1 mm，基部で 卜5mnlあり ，質は革質で堅

東海域lζまで広く分布している。 く，色はH向赤栂色を呈する。組i液I隆道は，茎では小さ

ζζIζ紹介する漂着海務のチシ 7サツ7 タコンブ

L. subsimtleλ もまた digitatespeciesの L邸で，宮部と

永井 (M[YABEand NAGAI 1933)が千島列島北端のシ

ュムシュ島とパラムシノレ島で採集したi'J}1本tζ悲づいて

新種としたものである。また，このコンブの分布lζっ

き彼らは北米ワシントン州を挙げているが，それ以外

は今日まで北方海域のどζからも発見の記録がない。

1裂着物は 1980年 9月上旬lζ北海道線臼IlIfi'Hニ1:の長

川吾郎氏が知床半島東岸の同IIIJ合住1(知床山1/1まで約

18km)の泌岸に打ち上げられていたものを発見し，千

島のへイソ ク(コAへイコンブの俗称)ではなし、かと若

者の所lζ持参されたものである。ちなみに問氏は1984

年に死去されたが， とi三前はう~IJ)Iミや千品のコンブ lζ l則 る

い篤漁家で，また貝類採築家としても知られ，その名

はオサガワパイ (Buccillumosagau.:ai)として記念され

ている。

素乾しのままの業体を海水にもどしてから改めて乾

燥機本 (Fig.1)にして観察してみると，楽は破損しと|三

分以上も失われているが儲かに縦lζ深い裂け 1-1があ

り，茎や分岐した根も残っているので， 一見してチシ

マコヘイコンブ L.tlatJ'mrrisかとJ3われた。 しかし，

なお良く各部を調べた結果，次のような特徴を知る ζ

とができた。

般は 3-5回分岐し，その付け似で約 3mm と太

く ，:lii先端で迄~tr紺l くなる 。 茎は長さ 3. 5 cm，太さ約

Fig.ト Lallluzariasllbsimtlex 1¥I1lYABE et NAGAI， 
cast ashol・e at Aidomari， Rausu (絞臼町合泊)，
Hokkaiclo. Early in September， 1980. Collectecl 
by Goro OSAGAWA. (84 Clll in length) 
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い円形または楕円形で表層直下にやや密に並び，葉で

は非常に小さい円形で外皮膚中i乙l列に散在する。子

嚢斑は形成されていない。

きて，宮部と永井 (MIYABEand NAGAI 1932， 1933) 

が千島列島から報告した digitatespeciesは5種類あ

るが，そのうち根が盤状のゴヘイコンプを除くチシマ

ゴヘイコンブ，クマデコンプ L.dentigera，ホソパチヤ

センコンブ L.taenialaおよびチシマサツ 7 タコンブの

4種はいずれも分岐した根をもち，外観も互いに似て

区別が難しく，分類学的位置についてしばしば論議の

対象Iとされてきた (KAIN1979)。しかし， MIYABEand 

NAGAI (1933)， SETCHELL and GARDNER (1925)およ

び KJELLMAN(1889)の記載や図をよく検討すると，

前2種は茎が比較的長く，葉は重復して多くの細い裂

片に分かれ，幅広い拳状になるのに対し，後2種は茎

が短か目で，葉の裂片は少なく，全形も細長になる傾

向がある。また，乙れらの粘液腔道は葉においては4

種とも小さな円形でほとんど区別し難いが，茎のそれ

はチシ 7サツマタコンブだけが小さな円形または楕円

形であるのに対し，他3種はいずれも非常に大きい長

楕円形または紡錐形であり，その違いは一目瞭然で

ある。著者はこれらの特徴を北大農学部所蔵の各標本

により追試し，確認するととができた。

羅臼町合泊に漂着したコンプの外部形態と粘液腔道

の特徴を上述した4種のそれと照合してみると，乙の

標本は明らかにチシ7サツマタコンブの特徴を示し，

また全体として MIYABEand NAGAI (1933)の原記載

にも良く一致する。

本種は今から50年以前に北千島の2島から報告され

ただけで，参考にすべき標本も少なし形態変異や分

布域についての情報もない。乙の漂着海藻も，どとか

ら，どんな経路で知床半島東岸に到達したのであるう

かは組像の域を出ないが，今はシュムシュ島かパラム

シル島から千島列島沿いに流れてきたと考えるほかは

ない。しかし，今まで知られている千島地方からの漂

着海藻は，ほとんど釧路，根室地方の太平洋沿岸で発

見されているととから考えると，今回の例は珍らしい

ことであり，海洋学的にも興味を引く発見と忠われ

る。

貴重な標本を発見し，提供して下さった故長川吾郎

氏の功績は大きい。乙乙に故人に対し満腔の謝意を表

する。また，標本調査を快くお許し下さった北海道大

学農学部四方英四郎教授に厚くお礼申し上げる。
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